
  

 

 

国立情報学研究所研究データ管理基盤利用規程 

 

  令和３年１月２１日 

制 定 

 

 

（目的） 

第１条  この規程は，大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研

究所（以下「研究所」という。）がクラウドサービスとして提供する研究データ管理基

盤の利用について必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条  本規程において，以下の語句は，それぞれ次の意味を有するものとする。 

一 「NII GakuNin RDM」とは，研究所がクラウドサービスとして提供する研究データ

管理基盤のことをいう。 

二 「利用」とは，利用機関が認める利用者が，研究所のサーバ（以下「サーバ」とい

う。）上で，研究所が提供するNII GakuNin RDMサービスを用いて，研究データ(以

下「コンテンツ等」という。)を管理，共有することをいう。 

三 「利用機関」とは，研究所によって，NII GakuNin RDMの利用を認められた機関の

ことをいい，詳細は第３条によって定める。 

四 「利用者」とは，利用機関によって，NII GakuNin RDMの利用を認められた者のこ

とをいう。 

 

（利用機関の範囲） 

第３条  NII GakuNin RDMを利用できる機関は，次の各号の一に該当する機関もしくは機

関の部局等とする。 

一 大学，短期大学，高等専門学校，大学共同利用機関等 

二 研究機関並びに研究又は研究支援を目的とする独立行政法人及び特殊法人等 

三 前二号に定める機関と共同で研究等を行う機関等 

四 学会，学術研究を目的とする公益財団・社団法人，一般財団・社団法人並びに大学

に相当する教育施設等 

五 公的資金による研究開発を行う機関等 

六 その他国立情報学研究所長（以下「所長」という。）が適当と認めた機関等 

 

（利用の申請） 

第４条  利用しようとする機関は，所定の様式により，所長に利用の承認を求めるもの

とする。また，利用の申請は，機関もしくは機関の部局等の長が行うものとする。 

 

（利用の承認） 

第５条  所長は，前条の申請について適当と認めた機関には，これを承認し，利用の資

格を付与するものとする。 

 

（利用機関の遵守事項） 

第６条  利用機関は，その構成員等に対して，NII GakuNin RDMを利用させることができ

る。 

２ 利用機関は，利用者につき，以下の行為を行うものとし，このために必要な規程の整

備等を行うものとする。 



 

 

一 利用者の利用申請の受付及び承認等 

二 利用者に対する通知・連絡 

三 利用者に対し本規程の遵守及び履行を求めるため必要な行為 

３ 利用機関は，利用に当たって，利用者に次の各号に掲げる事項を遵守させなければな

らないものとし、このために必要な規程の整備等を行うものとする。 

一 本規程に違反してシステムを利用しないこと。 

二 専ら営利を目的とした利用を行わないこと。 

三 著作権等の第三者の権利を侵害するおそれのある行為をしないこと。 

四 プライバシーを侵害しないこと。 

五 ウィルス等を含む有害なコンテンツ等を登録等しないこと。 

六 その他所長の定める事項 

４ 利用機関は，利用者がNII GakuNin RDMに関して行った行為について，責任を有する

ものとする。 

 

（利用資格の取消し等） 

第７条  研究所は，利用機関が認めた利用者が前条第３項の規定に違反し，又はその他

の理由により，研究所が必要と認めた場合には，利用機関に対して，その利用の承認を

取り消し，又はその利用を停止することができる。 

 

（届出） 

第８条  利用機関は，次の各号に掲げる事項に該当する理由が生じた場合は，速やかに

研究所に届け出るものとする。 

一 利用を中止するとき 

二 申請書の記載事項に変更が生じたとき 

 

（調査・協力） 

第９条  研究所は，利用機関に対して，NII GakuNin RDMの利用状況，運用実態，障害時

の対応，不正行為に対する情報収集等についての調査・協力を求めることができる。 

 

（NII GakuNin RDMの停止） 

第１０条  研究所は，次の各号の一つに該当する場合，NII GakuNin RDMを一時停止する

ことができる。研究所が，NII GakuNin RDMを一時停止する場合は，可能な限り速やか

に，利用機関に通知する。 

一 設備の保守等のとき 

二 通信事業者の責，災害等の不可抗力により，NII GakuNin RDMの提供が困難になっ

たとき 

三 その他緊急時等のやむを得ないとき 

 

（NII GakuNin RDMの終了） 

第１１条  研究所は，NII GakuNin RDMの全部を廃止しようとするときは，少なくとも１

８０日の予告期間を，一部を廃止しようとするときは少なくとも９０日の予告期間をお

いて利用機関にその旨を通知するものとする。ただし軽微な機能や容易に代替が可能な

機能の廃止の場合及びセキュリティ上問題のある場合はこの限りではない。 

 

（利用情報の取扱い） 

第１２条  研究所は，NII GakuNin RDMの運営等に伴い研究所が取得し保有するNII 

GakuNin RDMの利用情報について，運用又は研究目的で利用，改変又はその他のデータ

操作等を行うことができる。 



 

 

２ 研究所は，前項により，得られた情報について，NII GakuNin RDM向上及び自らの研

究目的のため，統計情報として，開示・公表等ができる。 

 

（コンテンツ等の取扱い） 

第１３条  研究所は，利用者がNII GakuNin RDMサービスを用いて管理，共有するコンテ

ンツ等を秘密として取り扱い，セキュリティ上問題がある場合等を除き，コンテンツ等

の内容に触れないものとする。 

 

（個人情報の取り扱い） 

第１４条  研究所は，NII GakuNin RDMの運営等に伴い取得した特定の個人を識別するこ

とができる情報（以下「個人情報」という。）を適正に管理し，不正利用及び漏洩等の

防止対策を講じるものとする。 

２ 研究所は，NII GakuNin RDMの運営等に必要な範囲で個人情報を利用することができる

ものとする。 

３ 個人情報の保存期間は，原則としてNII GakuNin RDMの利用終了（利用期間の満了又は

利用承認の取消を含む。）後の１年間とし，１年を経過した個人情報は廃棄する。 

４ 前３項で定めるもののほか，個人情報の取り扱いに関し必要な事項は，情報・システ

ム研究機構個人情報保護規程による。 

 

（経費の負担） 

第１５条  利用機関は，利用に係る経費の一部を負担するものとする。 

２ 利用機関が負担すべき経費の額及び負担の方法は，別に定める。 

３ 前２項で定めるものを除くNII GakuNin RDMの利用に係る利用機関側で発生する費用

は，利用機関の負担とする。 

 

（免責） 

第１６条  研究所は，以下の各号により，利用機関に生じた損害について，賠償の責任

を負わないものとする。 

一 サーバに登録等されたコンテンツ等の破損や喪失 

二 NII GakuNin RDMで提供するソフトウェア又はＯＳ等のバージョンアップに起因す

るコンテンツ等の動作等への影響 

三 システムメンテナンスやセキュリティインシデント，その他の運用上の理由による

NII GakuNin RDM提供の停止 

四 NII GakuNin RDMの提供の終了 

２ 研究所は，NII GakuNin RDMを通じて利用者と第三者との間に生じた紛争について，

一切の責を負わないものとする。 

 

（改訂等） 

第１７条  研究所は，必要に応じて本規程を改訂することができる。研究所は，改訂に

先立ち，改訂後の規程をNII GakuNin RDMのホームページ上に掲載し又は研究所が相当

と判断する方法で利用者に通知する。 

 

（準拠法，裁判管轄等） 

第１８条  本規程は，日本法に準拠し，同法により解釈，執行される。本規程は，日本

語で作成されたもののみが効力を有し，他の言語のものは翻訳であり，いかなる法的効

力又は影響力も持たないものとする。 

２ 本規程に関する訴訟については，東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所と

する。 



 

 

 

（雑則） 

第１９条  本規程に定めるもののほか，本規程の実施について必要な事項は，別に定め

る。 

 

附 則 

１ この規程は，令和３年１月２１日から施行する。 

 

２ 当分の間，第１５条第２項の規定にかかわらず経費の負担は行わないものとする。 


